
ゴールデンウイークにおける
防疫対策徹底をお願いします！

高病原性鳥インフルエンザ、豚熱、アフリカ豚熱、口蹄疫
などの悪性伝染病の発生が、世界各国で続いています。

これからゴールデンウイークを迎え、人や物の往来が増え、
家畜伝染病の侵入リスクが一段と高まることも心配されます
ので、改めて、防疫対策の徹底に努めましょう。

① 異状の早期発見、早期通報を徹底してください。

日々の健康観察を行い、特定症状等の異状が確認された
場合は、直ちに最寄りの家畜保健衛生所に御連絡下さい。

＜連絡先＞西部家畜保健衛生所（２４時間対応）

○吉野川庁舎 0883-24-2029

○東みよし庁舎 0883-82-2397

② 衛生管理区域に、必要のない人や物を入れないでください。

③ 野生動物の侵入対策を徹底してください。

④ 農場周辺の消石灰散布等、消毒を徹底してください。

⑤ 外国人従業員の方に対して、国際郵便物の中に違法な肉製品
が含まれることのないよう、注意喚起してください。

⑥ 家畜伝染病の発生地域等への海外渡航を自粛してください。

家畜衛生便り
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高病原性鳥インフルエンザ について

令和4年10月28日以降、全国26道県84事例が確認されており、

4月に入っても、その発生が続いています。

昨年は、５月にも発生が確認されており、引き続き、警戒が必要です。

次の重点7項目の確実な実施、不備の改善等、飼養衛生管理基準の

遵守をお願いします。

１ 衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等

２ 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用

３ 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒等

４ 家きん舎に立ち入る者の手指消毒等

５ 家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用

６ 野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検、修繕

７ ねずみ及び害虫の駆除



豚熱 について

令和5年3月には、茨城県かすみがうら市において、約半年ぶりとな

る豚飼養農場での発生が確認されました。

野生いのししでは本県でも感染確認（28例目、R5.2.24、上勝町）

が続いており、これからの季節は、野生いのししの活動がさらに活発化

することから、農場における発生防止対策の徹底、適時・適正なワクチ

ン接種が重要です。

今一度、飼養衛生管理基準の再確認・徹底をお願いします。



アフリカ豚熱、口蹄疫 について

近隣国で継続的に発生、拡大しており、引き続き、日本国内への侵入

に警戒が必要です。


